
宇都宮二荒山神社

菊水祭斎行のご案内
特集“もののふ” は、なぜ
宇都宮二荒山神社に
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1

末
社
・
須
賀
神
社
の
夏
祭
り
、

天
王
祭（
７
月
15
日
〜
17
日
）を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
昨
年
度
は
中
止
と
な
っ

た
天
王
祭
（
当
社
末
社
で
あ
る
須
賀
神
社
の
7
月

の
夏
祭
り
）
で
す
が
、
本
年
度
（
令
和
４
年
度
）

は
7
月
15
日
よ
り
3
日
間
、
石
段
下
大
鳥
居
内
に

御
神
輿
を
奉
安
し
て
、
神
賑
奉
納
行
事
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、神
輿
渡
御・

親
子
対
面
は
中
止
し
ま
し
た
。

　

祭
り
期
間
中
は
多
く
の
方
に
ご
参
拝
い
た
だ
き
ま

し
た
。
境
内
に
は
、
元
気
で
に
ぎ
や
か
な
お
囃
子
や

太
鼓
の
音
が
、
久
し
ぶ
り
に
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
は
二
荒
の
杜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
石

段
の
提
灯
点
灯
を
行
い
ま
し
た
。

■
祭
典

●

15
日（
金
） 

午
前
10
時　

　

出
御
祭
並
渡
御
中
止
奉
告
祭

●

17
日（
日
） 

午
後
3
時　

　

還
御
祭

■
神
輿
奉
安

●

15
日（
金
）よ
り
17
日（
日
）の
3
日
間
、石
段

　

下
大
鳥
居
内
に
大
型
テ
ン
ト
を
設
置
し
て
奉
安

■
奉
納
行
事

●

15
日（
金
） 

　

木
遣
り（
宇
都
宮
鳶
木
遣
り
保
存
会
）

●

16
日（
土
） 

　

お
囃
子（
宇
都
宮
市
お
囃
子
連
合
会
）

●

17
日（
日
）  

　

和
太
鼓（
男
体
雷
太
鼓・和
太
鼓
楽ら

く

）

石段下大鳥居内に奉安された御神輿（15日）

宇都宮市お囃子連合会によるお囃子が
祭り気分を盛り上げてくれました（16日）

男体雷太鼓・和太鼓楽による、
勇壮な和太鼓演奏（17日）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
で
の
生
活

が
２
年
以
上
経
ち
ま
し
た
。

　

長
期
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延

で
皆
様
の
生
活
も
影
響
を
受
け
、
変
化

が
生
じ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
新
た
な
変
異
株
が
出
現
す
る

な
ど
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
閉
塞
感

と
不
安
は
未
だ
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。

　

当
社
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の
２
年
間

の
諸
祭
礼
行
事
は
縮
小
や
中
止
と
いっ
た

大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
過
去
の
歴
史
の
中
に

も
様
々
な
困
難
な
時
が
あ
り
、
そ
の
時
々

に
工
夫
変
化
を
加
え
形
は
変
わ
れ
ど
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
早
期
終
息
と
、

影
響
を
お
受
け
に
な
ら
れ
た
方
々
の

一
日
も
早
い
回
復
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

祈 

疫
病
退
散

今
日
に
至
る
ま
で
「
ま
つ
り
の
こ
こ
ろ
」

が
受
け
継
が
れ
て
来
ま
し
た
。

　

現
在
も
大
変
厳
し
い
状
況
に
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
社
会
変
化
を
受
け
入
れ
つ
つ

も
大
切
な
歴
史
を
守
り
、
豊
か
な
祭
礼

文
化
を
将
来
へ
と
つ
な
げ
て
ゆ
く
こ
と
が

出
来
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
く
存
じ
ま

す
。

　

本
紙
面
の
ご
案
内
の
よ
う
に
、
菊
水
祭

は
車
両
で
の
渡
御
、
大
鳥
居
内
で
の
神

賑
行
事
の
斎
行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
参
拝
下
さ
い
。

　

結
び
に
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
禍
鎮
静
と
、

氏
子
崇
敬
者
の
み
な
さ
ま
の
ご
安
寧
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
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●渡御日程
場所祭典時間祭典日

10月29日（土）
下町・上町
車両渡御

鳥居内

下　町

鳥居内

上　町

鳥居内

出御祭（遷霊）

車両渡御出発

昼休祭

車両渡御出発

還御祭（遷霊）

9:00

9:30

11:30

13:30

16:00

鳥居内

鳥居内

鳥居内

鳥居内

奉安祭（遷霊）

神賑行事

神賑行事

遷霊祭

9:00

午前

午後

16:00

10月30日（日）
鳳輦奉安
神賑行事

菊水祭渡御順路図

二荒山神社

大通り

大泉橋通り

大通り

日野町通り

上河原通り

もみじ通り

平成通り
六道

平成通り

昭和通り

宇都宮市役所 宇都宮城址公園

いちょう通り南大通り

　オリオン通りユニオン通り

東
武
宇
都
宮
駅

中央郵便局

NHK

奥
州
街
道

田
川

平成通り

後援：一般社団法人宇都宮観光コンベンション協会
※通過する予定時刻は前後する場合があります

東
京
街
道

本
丸
西
通
り

み
は
し
通
り

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

材
木
町
通
り

陽
西
通
り

栃
木
街
道

睦町

至大谷 清住町通り

県庁前通り

泉町通り

松原通り

マンション

セブン
イレブン

宇都宮
女子高

ホテル・
ザ・セントレ

県庁 慈光寺

今
小
路
通
り

■ 午前:下町道路 （下町出発9：30／下町帰還11：30）　

■ 午後:上町道路 （上町出発13：30／上町帰還16：00）

J
R
宇
都
宮
駅

9：50

15：30

10：1013：40

14：00

9：40

10：00

14：55

9：45

13：50

14：3514：25

15：00

15：10

14：15

11：00

10：20

10：30

10：4011：15
15：40

14：45

15：20

問い合わせ ： 二荒山神社社務所 ☎028-622-5271

　

10
月
21
日
（
金
）
に
行
わ
れ
る
神
社
の
重
儀
、

例
祭
（
秋
山
祭
）
の
付
祭
と
し
て
、
皆
さ
ま
に
親

し
ま
れ
て
い
る
菊
水
祭
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
対
策
を

十
分
に
執
り
な
が
ら
、10
月
29
日（
土
）、30
日（
日
）

に
渡
御
、
鳳
輦
奉
安
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
渡
御
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止

と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
鳳
輦
は
車
両
に
奉
安
し
て
渡
御
を
行
い
ま
す
。

●
下
町
・
上
町
の
渡
御
順
路
は
下
の
地
図
の
通
り

で
す
。
順
路
は
例
年
通
り
で
す
が
、
各
休
憩
所

で
の
休
憩
は
行
い
ま
せ
ん
。
順
路
や
通
過
予
定

時
刻
は
地
図
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
（
あ
く
ま
で

目
安
で
す
）。

●
流
鏑
馬
神
事
は
中
止
し
ま
す
。

●
会
所
祓
は
中
止
と
し
、
会
所
設
置
も
お
見
合
わ

せ
い
た
だ
き
ま
す
。

●
お
出
迎
え
は
渡
御
順
路
上
に
て
、
各
自
お
出
迎

え
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
町
会
の
行
列
先
導
・
町
会
供
奉
員
の
奉
仕
は
お

控
え
願
い
ま
す
。

令
和
４
年
度 

菊
水
祭
斎
行
の
ご
案
内

10
月	
29
日（
土
）	

車
両
渡
御 

午
前
下
町・午
後
上
町

	

30
日（
日
）	

鳳
輦
奉
安 

神
賑
行
事

鳳輦を車両に奉安し渡御します（令和 2年の菊水祭）







城址公園

下之宮（旧荒尾崎）

◀東武駅方面 JR宇都宮駅方面▶

大通り

石段

二荒山神社（臼ケ峰）

年号（西暦） 下之宮に関する事項

詔により豊城入彦命、東国平定のため当地に下
る。（日本書紀・古事記）

毛野国が上下の２国に分れ、命の子孫奈良別王
が下野国造となる。

奈良別王、荒尾崎（下之宮の地）に祖豊城入彦命
を国社として祀る。

奈良別王の子孫温左麿、大神を臼ケ峰（現在地）
に遷し奉る。

宇都宮城主本多正純、街中割替えを行い二荒山
を二分し切り通しをつくる。

戊辰の役宇都宮城の戦いにより、本社とともに下之
宮焼失

荒尾崎に宇都宮招魂社が祀られる。

下之宮の社殿を再建する。

招魂社が栃木県護国神社として遷座(移転)される。

宇都宮空襲により下之宮の社殿焼失。

宇都宮復興土地区劃整理事業により、下之宮の
土地が取換地指定となる。

下之宮の旧地の山（荒尾崎）が取り崩される。

相生地区再開発により、下之宮の社殿を造替す
る。（現在の社殿はコンクリート造り、宇都宮市まち
なみ景観賞）

崇神朝48

仁徳朝

承和 5（838）

元和 5（1619）

慶應 ４（1868）

明治 5（1872）

明治24（1891）

昭和15（1940）

昭和20（1945）

昭和31（1956）

昭和34（1959）

平成 9（1988）

白いビル
本社より
約２００ｍ、
徒歩５分

宇都宮の

地名の

起源
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二
荒
山
神
社
の
発
祥
地
「
下し

 も

之の

宮み

 や

」
に
つ
い
て

　

二
荒
山
神
社
の
あ
る
小
高
い
山
は
、
二

荒
山
（
明
神
山
と
も
）
と
い
い
、
関
東
平

野
の
北
端
、
栃
木
県
の
県
都
宇
都
宮
市
の

市
街
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
ま
す
。

　

昔
は
小
寺
峰
と
臼
ケ
峰
の
二
峰
を
も
っ

た
小
高
い
荒
山
で
し
た
。（
現
在
の
社
殿
の

あ
る
場
所
、
臼
ヶ
峰
か
ら
南
方
に
山
が
続

い
て
い
ま
し
た
）

　

二
荒
山
神
社
は
約
１
６
０
０
年
前
に
、

小
寺
峰
の
南
端
の
荒
尾
崎
に
祀
ら
れ
た
の

が
始
ま
り
で
、
社
記
に
よ
る
と
今
か
ら
約

１
２
０
０
年
以
前
の
承
和
5
年

（
８
３
８
）
に
現
在
の
臼
ケ
峰

に
遷
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
は
じ
め
に
城
下

の
街
の
割
替
え
が
行
わ
れ
、
二
荒
山
は
二

分
さ
れ
真
ん
中
に
道
が
設
け
ら
れ
、
小
寺

峰
は
次
第
に
削
ら
れ
て
、
そ
の
原
形
を
失
っ

て
ゆ
き
ま
す
。

　

現
在
は
平
坦
に
な
り
、
市
街
地
の
中
に

あ
っ
て
商
業
ビ
ル
な
ど
が
立
ち
並
ん
で
い

ま
す
が
、
神
社
の
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
社
と
特
別
な
由
緒
が
あ
る
社
と

し
て
、
摂
社
下
之
宮
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
の
地
名
は
二
荒
山
神
社
の
別
称

で
あ
っ
た
「
宇
都
宮
」
が
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

宇
都
宮
の
起
源
で
も
あ
る

二
荒
山
神
社
。
そ
の
発
祥
の

地
の
摂
社
下
之
宮
に
も
ぜ
ひ

ご
参
拝
下
さ
い
。

昭和50年代の下之宮（例祭）

現在の下之宮（鳥居、社号標、本殿、拝殿）江戸時代の錦絵に描かれた下之宮（当社蔵）



敬
神
の
人
々

氏

　
　子

　神
社
を
中
心
に
し
て
上
町
下
町
の
百
七
十
五
町
会
が
氏
子
地
区
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
町
会
に

は
世
話
人
が
お
り
、
さ
ら
に
総
代
が
推
挙
さ
れ
神
社
の
諸
行
事
に
積
極
的
な
ご
奉
仕
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

崇
敬
者

　二
荒
山
神
社
は
昔
よ
り
下
野
国
（
栃
木
県
）
の一
之
宮
、
宇
都
宮
市
の
総
氏
神
様
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
年
間
を
通
じ
て
県
内
外
か
ら
の
参
拝
が
あ
り
ま
す
が
、
殊
に
お
正
月
に
は
約

十
五
万
人
と
い
う
大
勢
の
初
詣
参
詣
が
あ
り
ま
す
。

敬
神
団
体

　神
社
に
は
左
記
の
講
社
・
団
体
が
組
織
さ
れ
、
祭
礼
諸
行
事
に
ご
参
列
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。厄

難
消
除
祈
祷
講

　

初
辰
稲
荷
神
社
祈
祷
講

　

旧
神
領
初
詣
講

　

献
灯
講
社

元
旦
講

神
輿
保
存
会

　
氏
子
青
年
会

敬
神
婦
人
会

6

　
「
ド
ー
ン
、
ド
ン
、
ド
ン
…
」
毎
朝
午
前

６
時
に
神
社
の
御
社
殿
か
ら
大
き
な
太
鼓

の
音
が
鳴
り
響
き
ま
す
。

　

こ
の
太
鼓
は
直
径
80
セ
ン
チ
の
大
き
さ

で
、
神
社
の
お
祭
り
や
ご
祈
祷
の
際
に
打
ち

鳴
ら
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
に
Ｊ
Ｒ
宇
都

宮
駅
前
の
川
向
一
丁
目
町
会
有
志
者
に
よ
り

奉
納
さ
れ
た
太
鼓
で
、
宇
都
宮
市
の
小
野

崎
太
皷
店
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
太
鼓
は
、
地
元
バ
ン
バ
通
り
商
店

街
の
人
た
ち
に
よ
り
、
夏
の
天
王
祭
と
ふ
る

さ
と
宮
ま
つ
り
に
「
太
鼓
神
輿
」
と
し
て
、

勇
壮
に
か
つ
が
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
あ
る
神
社
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
地
域

の
氏
子
や
崇
敬
者
の
支
え
に
よ
り
お
護
り
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
二
荒
山
神
社
は
昔
よ
り
下
野
国
（
栃
木
県
）

の
一
之
宮
、
宇
都
宮
の
総
氏
神
様
と
し
て
崇

敬
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ふ
だ
ん
は
神
職
や
巫
女
、
そ
の
他
の
職
員

に
よ
り
護
持
運
営
し
、
日
々
の
お
ま
つ
り
を

奉
仕
し
て
い
ま
す
が
、
渡
御
祭
礼
や
年
間
の

諸
行
事
に
は
、
地
域
の
多
く
の
人
々
に
ご
奉

仕
い
た
だ
く
こ
と
で
、
伝
統
的
な
祭
り
や
文

化
が
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※残念ですがコロナ禍により、令和２年から３年連続で夏のお祭りは中止となりました

巫
女
さ
ん
に
き
い
た
！

二
荒
山
神
社
の
あ
れ
こ
れ

拝
殿
の
太
鼓

昭和２年に奉納されました

直径80センチの太鼓は、

「太鼓神輿」

夏の祭りには欠かせない
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所
場
る
す
置
設
を
棚
神
◉

 

◆

方
り
つ
ま
の
札
神
お

　

大
宮
神
、
は
に
棚
神

麻
（

神
お
の
宮
神
の
勢
伊

札
）

、
社
神
神
氏
、
に
心
中
を

崇

で
本
基
が
の
る
す
り
つ
ま
お
を
札
神
お
の
体
三
の
社
神
敬

す
。

ま
め
納
に
中
の
形
宮
、
て
べ
並
を
札
神
お
に
順
の
社
神
敬
崇
に

す
。

順
の
社
神
敬
崇
、
社
神
神
氏
、
麻
大
宮
神
ら
か
前
手
、
は
に
形
宮
の
り
造
社
一
　

ま
め
納
に
中
の
形
宮
、
て
ね
重
を
札
神
お
に

す
。

並べてまつる三社造り重ねてまつる一社造り

社
神
神
氏

の
域
地
の
い
ま
住
お

。
札
神
お
の
社
神

社
神
神
氏

の
域
地
の
い
ま
住
お

。
札
神
お
の
社
神

麻
大
宮
神

。
札
神
お
の
宮
神
の
勢
伊

麻
大
宮
神

。
札
神
お
の
宮
神
の
勢
伊

社
神
敬
崇

社
神
敬
崇

央
中

1

右左
3

2

な
き
好
お

。
札
神
お
の
社
神

ね
重
は
合
場
る
あ
数
複

。
な
き
好
お

。
札
神
お
の
社
神

ね
重
は
合
場
る
あ
数
複

。

北

東

南

西

神棚

棚
神

あ
　き

り
つ
ま
お
に
棚
神
の
社
会
や
家
、
は
札
神
お
　

し
、

す
を
り
参
お
い
願
を
泰
安
の
社
会
や
家
一

で
と
こ
る

、

ま
き
だ
た
い
り
守
お
に
ま
さ
神

す
。

方
一

、

こ
る
け
着
に
身
に
常
が
人
個
は
り
守
お

々
様

ま
れ
ら
け
受
を
護
加
ご
の
類
種
な

す
。

は
り
守
お
や
札
神
お
、
た
ま
　

「

の
も
」
う
買

て
し
と
証
の
仰
信
、
く
な
は
で

「

授
・
る
け
受

か
る
」

で
の
も

す
。

の
り
守
お
と
札
神
お

、
て
し
に
い
れ
き
も
棚
神
は
で
除
掃
大
の
末
年
　

ま
し
り
つ
ま
お
を
札
神
お
い
し
新

す

お
い
し
新
。

無
も
年
い
し
新
た
え
迎
、
き
だ
た
い
を
護
加
御
の

ま
し
り
祈
お
を
と
こ
る
せ
ご
過
に
事

す

で
ま
今
。

お
間
年
一
、
は
札
神
お
い
古
た
い
て
し
り
つ
ま
お

礼
お
に
社
神
、
て
し
謝
感
に
事
た
い
だ
た
い
り
守

ま
し
し
返
お
て
し
を
り
参

す
。 

？
か
す
で
の
い
い
も
て
い
て
し

、
は
紙
薄
る
い
て
し
装
包
を
札
神
お
　

ま
る
れ
さ
り
つ
ま
お
で
社
会
や
庭
家

る
す
に
う
よ
い
な
か
付
が
れ
汚
に
で

ま
い
て
れ
ら
貼
に
め
た

す

お
や
棚
神
。

を
紙
薄
に
前
直
る
め
納
に
て
立
札
神

う
。 、

は
紙
薄
の
札
神
お

の
い
い
で
ま
ま
の
そ

め
た
る
す
念
専
に
い
弔
御
の
人
故
　

に
、

お
の
棚
神
の
段
普

ま
つ

は
り

、

半
に
前
の
棚
神

ま
り
貼
を
紙

す

に
域
地
、
は
間
期
。

が
、一

に
的
般

ぎ
過
が
日
十
五

、
し
と
け
明
忌
ら
た

ま
し
開
再
を
り
つ
ま
お
の
棚
神

す
。

を
棚
神
に
階
一
の
家
の
て
建
階
二
　

ま
お
を
ま
さ
神
い
尊
、
合
場
た
け
設

人
の
上
階
、
を
上
の
棚
神
た
し
り
つ

ま
り
あ
が
合
場
む
踏
ず
得
を
む
や
がす

。

し
か
し

、

い
多
れ
畏
に
ま
さ
神

と

ら
か
と
こ
う
い

、「
雲
」や「
天
」

、

り
よ
棚
神

、

も
何
は
に
他ま

し
味
意
を
と
こ
い
な

す
。 

棚
神

の
上
の「
雲
」

、
は

を
何

意
味
し
ま
す

？
か

古神札はお焚き上げされます。

◆
神
棚
Q
&
A

願
祈
産
安

幸
不
に
内
身

が
あ
り
ま

し
た
。神
棚

の
そ
は

ま
ま

で
い

の
い

で
し

？
か
う

り
守
御

雲

　
神
棚
は
家
の
中
で
家
族
が
親
し
め
る
明
る
く
綺
麗
な
部
屋
に
設
け
ま
し
ょ
う
。設

置
す
る
場
所
は
、天
井
近
く
目
線
よ
り
高
い
位
置
で
、お
神
札
の
正
面
が
南
向
き
ま
た

は
東
向
き
に
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う
。住
宅
の
中
で
、こ
の
よ
う
な
場
所
が
見
当
た
ら

な
い
場
合
は
、
家
族
が
親
し
み
を
込
め
て
毎
日
お
参
り
で
き
る
場
所
を
第
一
に
考
え

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
神
棚
を
設
け
る
際
は
、
神
棚
と
設
置
場
所
を
お
祓
い
す
る
と
、
よ
り
丁
寧
で
す
。お

近
く
の
氏
神
神
社
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■資料提供　神社本庁
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「
神じ

ん

宮ぐ
う

大た
い

麻ま

」
は
伊
勢
の
神
宮
の
お
神ふ

だ札

で
す
。

　
こ
の
神
宮
大
麻
は
神
宮
で
奉ほ

う
せ
い製
・
祭さ

い

儀ぎ

が
行
わ
れ
て
、
全
国
の
神
社
を
通
じ
て
み

な
さ
ま
に
頒は

ん

布ぷ

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
は
伊
勢
の
御お

ん

師し

と
呼
ば
れ
る
御
祈

祷
師
が
頒
布
し
て
い
た
「
御お

祓は
ら
い

大た
い

麻ま

」
が

　

伊
勢
神
宮
は
三
重
県
伊
勢
市
に
鎮
座

し
、
正
式
に
は
「
神じ

ん

宮ぐ
う

」
と
申
し
ま
す
。

　

皇こ
う
た
い
じ
ん
ぐ
う

大
神
宮
（
内な

い
く
う宮
）
で
は
皇
室
の
御み

祖お
や

神が
み

の
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

を
、
豊と

よ

受う
け

大だ
い

神じ
ん

宮ぐ
う

（
外げ

宮く
う

）
で
は
産
業
の
守
り
神
の
豊と

よ

受う
け
の

大お
お

御み

神か
み

を
お
ま
つ
り
し
、
時
代
を
超
え
て
人
々
か
ら

「
お
伊
勢
さ
ま
」
と
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

年
間
、
数
多
く
の
祭
儀
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
代
表
的
な
の
は
、
十
月
に
そ
の

年
実
っ
た
稲
穂
な
ど
を
お
供
え
す
る
神か

ん

嘗な
め

祭さ
い

で
す
。
ま
た
二
十
年
に
一
度
、
社
殿
の
建

て
替
え
な
ど
が
行
わ
れ
る「
式し

き
ね
ん
せ
ん
ぐ
う

年
遷
宮
」は
、

千
三
百
年
に
わ
た
り
続
い
て
い
る
重
要
な

祭
儀
で
す
。

起
源
で
、
明
治
天
皇
の
思
し
召
し
に
よ
り
、

百
五
十
年
前
の
明
治
五
（
１
８
７
２
）
年

か
ら
神
宮
よ
り
頒
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

神
宮
大
麻
と
と
も
に
、
お
住
ま
い
の
地

域
の
氏
神
様
の
お
神
札
を
お
ま
つ
り
し
て

日
々
の
平
安
を
お
祈
り
下
さ
い
。

◆
伊
勢
神
宮
に
つ
い
て

今
年
は
神
宮
大
麻
全
国
頒
布
一
五
〇
周
年
で
す

神
宮
大
麻
全
国
頒
布

百
五
十
周
年
記
念

神
棚
に  

今
日
も
家
族
の  

あ
り
が
と
う
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つ
ま
お
の
棚
神

す
。

を
棚
神
に
階
一
の
家
の
て
建
階
二
　

ま
お
を
ま
さ
神
い
尊
、
合
場
た
け
設

人
の
上
階
、
を
上
の
棚
神
た
し
り
つ

ま
り
あ
が
合
場
む
踏
ず
得
を
む
や
がす

。

し
か
し

、

い
多
れ
畏
に
ま
さ
神

と

ら
か
と
こ
う
い

、「
雲
」や「
天
」

、

り
よ
棚
神

、

も
何
は
に
他ま

し
味
意
を
と
こ
い
な

す
。 

棚
神

の
上
の「
雲
」

、
は

を
何

意
味
し
ま
す

？
か

古神札はお焚き上げされます。

◆
神
棚
Q
&
A

願
祈
産
安

幸
不
に
内
身

が
あ
り
ま

し
た
。神
棚

の
そ
は

ま
ま

で
い

の
い

で
し

？
か
う

り
守
御

雲

　
神
棚
は
家
の
中
で
家
族
が
親
し
め
る
明
る
く
綺
麗
な
部
屋
に
設
け
ま
し
ょ
う
。設

置
す
る
場
所
は
、天
井
近
く
目
線
よ
り
高
い
位
置
で
、お
神
札
の
正
面
が
南
向
き
ま
た

は
東
向
き
に
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う
。住
宅
の
中
で
、こ
の
よ
う
な
場
所
が
見
当
た
ら

な
い
場
合
は
、
家
族
が
親
し
み
を
込
め
て
毎
日
お
参
り
で
き
る
場
所
を
第
一
に
考
え

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
神
棚
を
設
け
る
際
は
、
神
棚
と
設
置
場
所
を
お
祓
い
す
る
と
、
よ
り
丁
寧
で
す
。お

近
く
の
氏
神
神
社
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■資料提供　神社本庁
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馬
場
通
り
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丁
目
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1号
  ☎
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X
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編
集
・
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作
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有
限
会
社
随
想
舎
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材
編
集
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印
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社

神社の情報をこちらでも
神社ではインターネットなどでも

情報提供をしています。ご参照ください。

スマートフォンなどでもご覧いただけます。

ホームページ http:// futaarayamajinja.jp

@futaarasan
宇都宮二荒山神社[公式]宇都宮二荒山神社 検索

お問い合わせ／社務所 ☎028-622-5271（午前９時～午後４時）

　　

　今号の表紙の絵は、境
内にある「神馬像」をモ
デルにしたものです。
　特集にあるように、鎌倉
幕府を開いた源頼朝は二
荒山神社を深く崇敬して
いた武将でした。この神
馬像は、頼朝が神馬を奉
納したという故実に基づい
て、建てられたものです。

（イラストは当社の巫女が
担当しました）

◎表紙について

　
こ
の
度
、左
の
方
々
よ
り
御
奉
納
が
有
り
ま
し
た
。

　

ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
の
意
を
表

　
し
ま
す
。

■
拝
殿
紫
紋
幕
　
二
張

宇
都
宮
記
念
病
院
　

会
長
　

城
守
　
俊
章 

殿

理
事
長
　

﨑
尾
　
秀
彰 

殿

■
下
野
乙
女（
二
季
咲
き
桜
）

旧
神
領
初
詣
講
　
講
元
　
小
堀
　
銕
夫 

殿

■
神
代
曙（
桜
）

■
紫
陽
花  

百
株

北
九
州
市	

杉
山
　
啓
史 

殿

宇
都
宮
市	

杉
山
　
昌
史 

殿

御
奉
納
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

初
詣
は「
三
が
日
に
限
ら
ず
」

「
混
雑
を
避
け
て
」お
参
り
し
ま
し
ょ
う

　

拝
殿
前
の
東
側
に「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」

に
記
さ
れ
て
い
る
当
社
の
御
祭
神
に
関
す
る

記
述
に
つ
い
て
の
解
説
板
『
祭
神
豊
城
入
彦

命
と
二
荒
山
神
社
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

（
読
み
下
し
文
を
社
務
所
で
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
、ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。）

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た
め
、
ご
参
拝
は
混
雑
す
る
日

時
を
避
け
、
ま
た
三
が
日
に
限
ら
ず
ご
都
合
に
応
じ
て
分
散
し

て
の
ご
参
拝
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
初
詣
参
拝
経
路
に
つ
い
て

　

正
面
階
段
は
、
元
日
〜
３
日
は
登
り
一
方
通
行
で
す
。

　

女
坂
、
西
坂
、
東
坂
が
帰
路
に
な
り
ま
す
。

■
ご
祈
祷
に
つ
い
て

●

ご
祈
祷
は
毎
日
ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。

●

感
染
対
策
の
た
め
、
ご
祈
祷
の
昇
殿
人
数
は
制
限
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●

ご
祈
祷
の
郵
送
に
も
対
応
い
た
し
ま
す
。

■
御
神
札
・
御
守
・
縁
起
物
に
つ
い
て

　

御
神
札
・
御
守
は
毎
日
授
与
し
て
お
り
ま
す
。
破
魔
矢
な

　
ど
縁
起
物
の
授
与
は
12
月
15
日
（
木
）
よ
り
行
い
ま
す
。

　

混
雑
を
避
け
て
お
受
け
く
だ
さ
い
。

当
社
御
祭
神
に
つい
て
の

解
説
板
を
設
置
し
ま
し
た




